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　成事業、県内一周駅伝大会、岡藩城下町雛祭り
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「平成19年住民税・所得税の
　税率変更について」
「平成18年分確定申告について」

「平成19年度竹田市消防特別点検」
「市民栄誉賞第一号 倉原妙子さん」
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税　率

5％

10％

13％
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申告は
正しく

申告書

申告書
作成！
コーナー

確定申告

ヘルプデスク

平成18年分の所得税の確定申告について

確定申告書は、自分で書いてお早めに！
　　納税は、「振替納税」をお勧めします
　平成18年分の所得税の確定申告は、２月16日㈮から始まります。申告期
限は３月15日㈭ですが、期限間近になりますと、申告書記載会場は大変混雑
しますので、お早めに申告をお済ませください。
　なお、確定申告書は、申告される方ご自身で作成していただいています。「所
得税の確定申告書の手引き」を参考に記載していただく他、国税庁ホームペ
ージの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと簡単に作成できます。

所得税の申告と納税は

2月16日㈮

3月15日㈭
から

までです

　竹田税務署では、2月16日㈮から「申告
書記載会場」を設置しています。
　なお、土・日・祝日は閉庁させていただ
きます。

●お問い合せ　竹田税務署　☎63-3141

申告書記載会場

  所得税、消費税の確定申告書の作成は、

国税庁ホームページで！
http://www.nta.go.jp

自宅のパソコンで簡単に確定申告書が作成
できます！
　国税庁ホームページ

「確定申告書等作成コーナー」
　にいますぐアクセス！

ご存知ですか e-Tax！
　「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」を利用することにより、国税に関する各種手続を、自
宅や事務所にいながらにしてインターネット等で行うことができます。

手続きの詳細やご質問については e-Tax ホームページ又はヘルプデスクへ
e-Tax ホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

※ e-Tax を利用した源泉所得税納付手続の詳細は、
　熊本国税局ホームページにも掲載しています。
　http://www.kumamoto.nta.go.jp/e-tax/gensen.html

ヘルプデスク　☎0570-015-901（全国一律市内通話料金）
　　　　　　　利用時間　月～金曜日（祝日等を除く）9:00 ～ 17:00
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１
月
10
日
水
曜
日
、
直
入
総
合

運
動
公
園
運
動
場
で
平
成
19
年
竹

田
市
消
防
特
別
点
検
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

点
検
に
は
竹
田
市
消
防
団
（
馬

場
一
己
団
長
）、
竹
田
市
消
防
本

部
・
署
（
吉
野
清
消
防
長
）
が
参

加
し
、
人
員
服
装
点
検
、
放
水
点

検
、
分
列
行
進
を
き
び
き
び
と
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
消
防
団

員
、
永
年
勤
続
功
労
者
等
の
表
彰

や
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た

甲
斐
冬
松
さ
ん
ら
既
受
章
者
の
披

露
も
行
わ
れ
、
最
後
に
吉
弘
央
自

治
会
連
合
会
会
長
の
「
火
の
用
心

三
唱
」
で
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
竹
田
・
荻
・
久
住
地
域

で
は
、
待
機
し
た
消
防
団
員
が
防

火
水
槽
の
点
検
や
防
火
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

↑分列行進を行う竹田市消防団直入方面隊の皆さん

↑竹田市消防本部の人員服装点検

↑消防車両の分列行進

↑なおいり保育園児も見学にきました

平成19年竹田市消防特別点検　開催平成19年竹田市消防特別点検　開催

佐久間さん、総務大臣表彰

　

11
月
29
日
に
消
防
功
労
者
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
大
分
県
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
佐

久
間
伸
子
さ
ん
（
竹
田
）
が
、
12

月
８
日
に
牧
市
長
に
受
賞
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

佐
久
間
さ
ん
は
、
豊
岡
地
区
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た

１
９
７
８
年
か
ら
防
火
運
動
に
参

加
、
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
消
防
本
部
・
署
人
事
異
動

　
　
【
平
成
19
年
１
月
１
日
付

　
　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
役
職
】

【
係
長
級
】

▽
緒
方
分
署
予
防
指
導
係
長
・
消

防
司
令
補
（
竹
田
市
消
防
署
予
防

指
導
係
長
）
阿
南
陸
男

【
一　

般
】

▽
竹
田
市
消
防
署
・
消
防
司
令
補

（
緒
方
分
署
）
下
城
広
士
▽
緒
方

分
署
・
消
防
士
長
（
竹
田
市
消
防

署
）
倉
原
晃
三
▽
竹
田
市
消
防
署
・

消
防
士
長
（
緒
方
分
署
）
佐
藤
道

章
▽
竹
田
市
消
防
署
・
消
防
士
長

（
久
住
分
署
）
志
賀
和
吉
▽
緒
方

分
署
・
消
防
士
長
（
竹
田
市
消
防

署
）
宗
岡
幸
二
▽
久
住
分
署
・
消

防
副
士
長
（
緒
方
分
署
）
畑
山
宗

徳
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竹田市行財政改革
－平成17年度進ちょく状況－

　

竹
田
市
で
は
財
政
基
盤
を
確
立

し
て
い
く
た
め
、
職
員
の
意
識
改

革
を
促
進
し
な
が
ら
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
３
月
に
、

国
か
ら
出
さ
れ
た
新
行
革
指
針
を

踏
ま
え
な
が
ら
市
独
自
の
改
革
施

策
を
加
え
た
「
竹
田
市
行
財
政
改

革
大
綱
」
及
び
「
竹
田
市
行
財
政

改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。 

　

こ
の
行
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
推
進
期
間
と
し
、
⑴
行
政
改
革

　

⑵
財
政
改
革　

⑶
意
識
改
革　

の
３
つ
の
柱
の
下
、
総
数
１
４
４

件
の
行
革
実
施
項
目
を
設
定
し
、

具
体
的
な
行
財
政
改
革
に
取
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
取
組
期
間
の
１
年

目
で
あ
る
平
成
17
年
度
に
お
け
る

行
財
政
改
革
の
実
績
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

１
全
体
的
な
進
ち
ょ
く
状
況

　

行
革
初
年
度
で
あ
っ
た
平
成
17

年
度
は
、
行
財
政
改
革
の
計
画
策

定
に
主
力
を
傾
注
し
た
年
度
に
な

り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
具

体
的
な
実
施
項
目
１
４
４
件
中
、

一
部
実
施
を
含
め
た
26
件
の
項
目

を
実
施
し
、
平
成
17
年
度
を
実
施

年
度
と
し
た
実
施
項
目
を
ほ
ぼ
実

施
し
ま
し
た
。

 

２
効
果
額

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る

平
成
17
年
度
の
効
果
額
は
、
総

額
10
億
９
、０
０
０
万
円
余
に
な

り
ま
す
。
組
織
・
機
構
の
見
直

し
に
よ
り
１
、７
０
０
万
円
、
市

長
、
助
役
、
議
員
、
職
員
人
件
費

等
の
見
直
し
２
億
６
、６
０
０
万

円
、
補
助
金
等
の
見
直
し

１
億
３
、０
０
０
万
円
、
公
共
工

事
の
見
直
し
６
億
８
、０
０
０
万

円
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
竹
田
市
の
財

政
収
支
は
わ
ず
か
な
が
ら
好
転
し
、

当
初
、
基
金
（
貯
金
）
枯
渇
年
度

を
平
成
20
年
度
と
推
計
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
23
年
度
以
降
に
繰

り
延
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

３
職
員
数
の
見
直
し

―
竹
田
市
定
員
管
理
計
画
―

　

国
の
示
し
た
新
行
革
指
針
で
は
、

５
年
後
（
平
成
22
年
４
月
）
の
職

員
数
を
△
４
・
６
％
（
純
減
率
＝

退
職
―
採
用
）
と
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
元
に
右
表
の
通
り
定
員

管
理
計
画
を
策
定
し
、
平
成
16
年

度
退
職
者
（
一
般
職
員
）
14
人
に

対
し
、
平
成
17
年
度
採
用
職
員
を

０
人
と
す
る
職
員
数
の
削
減
を
実

施
し
ま
し
た
（
竹
田
市
定
員
管
理

◇改革目標額は、平成 17 年度から平成 21 年度の各年度の節減合計額を
　計上しています。
◇節減額は、行財政改革実施計画の項目を可能な限り数値化し、一般財源
　ベースで計上しています。
※なお、本集計は平成 17年度実績をもとに調整したものであり、新年度予
　算編成や中期財政計画等との整合性については、あらためて調整します。

竹田市行財政改革実施計画　　　　　　　（単位 : 百万円）

基本項目集計
節　　　　減　　　　額

改　革
目標額H17

( 実績 ) H18 H19 H20 H21

Ⅰ 行政改革 8.4 60.6 96.6 121.3 121.1 408.0

Ⅱ 財政改革 1,085.8 622.2 673.6 707.2 740.6 3,829.4

Ⅲ 意識改革

合　　計 1,094.2 682.8 770.2 828.5 861.7 4,237.4

年度 削減数（人） 職員総数（人） 備　考
H17 14 446
H18 5 441
H19 8 433
H20 14 419
H21 12 407
H22 17 390 職員純減率△13.4%
計 70 ̶

（注）職員数は、消防職員を除いたものです。
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計
画
で
は
、
５
年
後
の
純
減
率
は

△
13
・
４
％
に
な
り
ま
す
）。

 

４
事
務
事
業
評
価
制
度
の
導
入

　

前
年
に
実
施
し
た
事
務
事
業
に

つ
い
て
評
価
結
果
を
と
り
ま
と

め
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映

す
る
事
務
事
業
評
価
制
度
を
導
入

し
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
は
、
合

併
前
旧
１
市
３
町
が
実
施
し
た
平

成
16
年
度
の
事
務
事
業
45
件
に
つ

い
て
試
行
し
ま
し
た
。
う
ち
10
件

に
つ
い
て
は
、
改
善
を
必
要
と
す

る
施
設
（
事
業
）
と
し
て
、
具
体

的
な
対
応
に
つ
い
て
今
後
、
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
改
善
を
指
示
し
た
主
な
事
業

①
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事

業　

②
あ
祖
母
学
舎
維
持
管
理
事

業　

③
国
民
宿
舎
直
入
荘
運
営
事

業　

④
竹
田
市
野
外
活
動
施
設
管

理
運
営
事
業

 

５
公
の
施
設
の
将
来
計
画 

　

竹
田
市
の
所
有
す
る
施
設

３
５
１
件
の
う
ち
、
１
７
７
件
に

つ
い
て
将
来
の
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

将
来
的
な
施
設
の
方
向
性
を
①

売
却　

②
譲
渡
（
無
償
）　

③
指

定
管
理
（
実
施
）　

④
指
定
管
理

（
検
討
）  

⑤
直
営　

⑥
用
途
廃
止

の
６
つ
に
分
類
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
の
施
設

の
管
理
方
法
や
、
運
営
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
見
直
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
施
設
経
費
の
効
率
化

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

 

６
竹
田
市
行
財
政
改
革
推

　
　
進
委
員
会

　

平
成
17
年
度
を
初
年
度
と
す
る

竹
田
市
の
行
財
政
改
革
は
、
市

長
を
本
部
長
と
す
る
竹
田
市
行
財

政
改
革
推
進
本
部
の
ほ
か
に
、
市

内
各
地
域
か
ら
選
出
し
て
い
た
だ

い
た
市
民
８
人
か
ら
な
る
竹
田
市

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
そ
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
適
宜
、
推
進
状
況
を
報
告
し

な
が
ら
推
進
管
理
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

７
組
織
・
機
構
の
再
編

　
「
事
務
組
織
・
機
構
の
具
体
化

の
た
め
の
整
備
方
針
」
に
よ
り
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
総
合
支

所
税
務
課
の
本
庁
統
合
を
実
施

し
、
課
税
、
徴
収
事
務
を
本
庁
で

一
括
管
理
す
る
こ
と
と
し
、
一
層

の
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
支
所
市
民
生
活
課

と
保
健
福
祉
課
を
統
合
し
て
市
民

生
活
課
と
し
、
こ
れ
ま
で
二
課
で

担
当
し
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
統
合
後
の
市
民
生
活

課
で
取
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
畜
産
農
家
の
指
導
・

支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
久

住
及
び
直
入
畜
産
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
竹
田
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
旧
久
住
畜
産
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
し
ま
し
た
。 

　

な
お
、
平
成
19
年
度
の
組
織
・

機
構
に
つ
い
て
は
、
３
月
号
で
概

要
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
４
）

　

竹
田
市
は
、
淡
窓
伝
光
霊
流
竹

田
詩
道
会
の
倉
原
妙
子
さ
ん（
荻
）

を
竹
田
市
市
民
栄
誉
賞
第
一
号
に

認
定
し
、
１
月
４
日
に
市
役
所
で

授
与
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

倉
原
さ
ん
は
12
月
３
日
に
東
京

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た

コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
決
選
大
会
に
お
い
て
、
激
戦
の

第
３
部
（
35
〜
55
歳
の
部
）
に
初

出
場
、
初
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
60
年

か
ら
詩
吟
を
始
め
ら
れ
、
亡
き
恩

師
に
捧
げ
る
た
め
に
謡
っ
た
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
詩
道
会
に
は
小
学
生
も
練

習
に
来
て
、
漢
詩
に
「
ま
だ
学
校

で
習
っ
て
な
い
や
」
と
言
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

倉
原
さ
ん
の
快
挙
が
、
竹
田
市

の
文
化
の
新
し
い
流
れ
を
作
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

↑授与式後の記念撮影：倉原妙子さん（前列中央）を囲んで

竹
田
市
市
民
栄
誉
賞
第
一
号
に
倉
原
妙
子
さ
ん
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

竹田南部
中学校

竹　田
中学校

 

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
」  

　
を
目
指
し
て
！

　

開
校
し
て
２
年
目
に
な
る
本

校
で
は
、
現
在
、「
仲
間
と
と
も

に
創
り
だ
そ
う　

あ
ふ
れ
る
感

動　

新
た
な
伝
統
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
新
し
い
校
風
・

伝
統
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
美
し
い
学
校
」
づ
く

り
で
は
、
ま
ず
美
し
い
花
が
あ

ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
生
徒
が
種
か

ら
育
て
た
苗
を
校
内
ば
か
り
で

な
く
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、

地
域
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
誇
り
に
し
よ
う
ゴ

ミ
拾
い
」
を
合
言
葉
に
、
校
区

や
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

い
ま
す
。
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い

は
登
校
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
積

み
上
げ
な
が
ら
、「
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
野
仲
睦
生
）

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
タ
イ
ム
で

 

集
中
力
を
！

  「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　

生
徒
会
役
員
を
中
心
に
大
き

な
声
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら

竹
田
中
学
校
の
一
日
が
始
ま
り

ま
す
。「
竹
田
中
学
校
の
生
徒
は

よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
と
地

域
の
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
活
動
の
一
環
と
し

て
、
役
員
さ
ん
が
毎
月
交
替
で

校
門
入
り
口
に
立
ち
、
生
徒
へ

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
午
後
の
始
ま
り
は

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア･

タ
イ
ム
で
す
。

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
昼
休
み

の
後
の
10
分
間
、
週
ご
と
の
教

科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ド
リ
ル

学
習
に
挑
戦
し
ま
す
。
開
始
を

知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に

生
徒
は
一
斉
に
問
題
に
向
か
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
午
後
の
授
業

の
集
中
力
を
高
め
る
こ
と
と
基

礎
・
基
本
の
力
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
公
治
）

 

就
学
援
助
制
度

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

医
療
費
等
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
で
す
。

　

認
定
要
件

は
、
竹
田
市

に
住
所
を
有

す
る
児
童
生

徒
の
保
護
者

で
、
前
年
度

ま
た
は
当
該

年
度
に
お
い
て
、
①
生
活
保
護
法

に
基
づ
く
保
護
の
停
止
又
は
廃
止

を
受
け
た
人
、
②
市
民
税
の
非
課

税
又
は
減
免
を
受
け
た
人
、
③
保

護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状

態
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
人
等
で

す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護

者
の
方
は
、
２
月
16
日
㈮
ま
で
に

各
小
中
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
教
育
委

　

員
会
学
校
教
育
指
導
室

　

☎
63‒

４
８
１
６

 
大
分
県
立
盲
学
校
高
等
部

　

高
等
学
校
に
準
じ
る
普
通
教
育
、

又
は
あ
ん
摩
・
は
り
・
き
ゅ
う
師

の
職
業
教
育
を
行
い
ま
す
。

出
願
資
格　

両
眼
の
視
力
が
お
お

　

む
ね
０
・
３
未
満
の
者
等

募
集
学
科

本
科
（
中
卒
者
対
象
）
普
通
科
、

　

保
健
理
療
科

専
攻
科
（
高
卒
以
上
対
象
）
保
健

　

理
療
科
、
理
療
科

出
願
期
間

前
期　

２
月
２
日
㈮
〜
９
日
㈮

後
期　

３
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮

●
お
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

大
分
県
立
盲
学
校
教
務
係

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
８

 

大
分
県
立
聾
学
校
高
等
部

出
願
資
格　

聴
覚
に
障
害
を
有
す

る
者
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
学
科

本
科　

産
業
工
芸
科
、
被
服
科
、

　

理
容
科

専
攻
科　

工
芸
科
、
被
服
科
、
理

　

容
科

出
願
期
間

前
期　

２
月
９
日
㈮
〜
16
日
㈮

後
期　

３
月
12
日
㈪
〜
14
日
㈬

●
お
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

大
分
県
立
聾
学
校

　

☎
０
９
７‒

５
４
３‒

２
０
４
７
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⑰

　

年
末
に
、
北
村
清
士
さ
ん

の
お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
現

在
、
こ
ち
ら
に
は
長
男
の
憲

之
さ
ん
夫
妻
が
住
ん
で
い
ま

す
。
住
居
は
、
奥
の
谷
の
岡

の
里
隧
道
の
先
の
集
落
に
あ

り
ま
す
。

　

住
居
を
挟
ん
で
、
奥
渓
文

庫
（
北
村
さ
ん
の
書
斎
）
と

顕
彰
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

文
庫
内
に
は
多
く
の
貴
重

な
書
籍
や
資
料
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

長
年
教
育
界
に
身
を
置

き
、
竹
田
市
立
図
書
館
に
勤

務
し
な
が
ら
竹
田
地
域
の
た

め
に
地
道
な
研
究
に
打
ち
込

ま
れ
た
郷
土
史
家
北
村
さ
ん

の
遺
徳
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

郷土史家　北村　清士
　

経
歴

１
８
８
７
年　

旧
士
族
の
家

　

に
誕
生

１
９
０
８
年　

大
分
師
範
学

　

校
卒
後
、
教
員
に
な
る

１
９
５
３
年　

竹
田
市
立
図

　

書
館
長
に
就
任

１
９
６
７
年　

雙
光
旭
日
章

　

を
受
章

１
９
７
９
年　

旧
竹
田
市
名

　

誉
市
民
第
７
号
認
定

１
９
８
０
年　

93
歳
で
他
界
。

　

著
書

・
中
川
資
料
集
・
農
民
一
揆

・
直
入
郡
全
史
・
岡
城
物
語

・
中
川
入
山
候
・
名
勝
旧
跡

・
大
分
県
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

他
１
２
６
冊

　
　
　
　
　
　
（
衛
藤
頼
光
）

「世界とTAOを繋ぐ大役を担って」

第17回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

ツ
ボ
カ
ビ
症

　

ツ
ボ
カ
ビ
症
は
カ
エ
ル
等
の
両

生
類
の
新
興
感
染
症
で
、
両
生
類

の
皮
膚
に
寄
生
す
る
ツ
ボ
カ
ビ
門

に
属
す
る
真
菌
が
原
因
で
発
症
し

ま
す
。

　

致
死
率
が
90
％
以
上
と
極
め
て

高
く
伝
播
力
が
強
い
こ
と
に
加

え
、
防
除
方
法
が
確
立
し
て
い
な

い
た
め
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る

い
、
す
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

中
米
の
両
生
類
が
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
平
成
18
年
12
月
に
初

め
て
飼
育
中
の
カ
エ
ル
で
確
認
さ

れ
、
日
本
野
生
動
物
医
学
会
等
の

団
体
が
カ
エ
ル
ツ
ボ
カ
ビ
症
侵
入

緊
急
事
態
宣
言
を
発
表
し
警
戒
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

参
考　

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

http://w
w
w
.w
w
f.or.jp/activity/

w
ildlife/biodiv/alien/chyt2007/
index.htm

つれづれ
　   えっせい

↑北村清士さん

↑顕彰碑と奥渓文庫（右）

　

１
月
７
日
、
ド
イ
ツ
に
到
着
し

迎
え
た
初
日
は
、
ド
イ
ツ
統
一
前
、

西
ド
イ
ツ
の
暫
定
的
な
首
都
で
あ

り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
ま
れ
故

郷
で
も
あ
っ
た
ボ
ン
。
１
、２
０
０

名
の
集
客
を
も
っ
て
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
２
０
０
７
が
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
ツ
ア

ー
と
な
る
。
同
行
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
時
、
海
外
ツ
ア
ー
で
経
験

を
積
み
成
長
を
重
ね
て
い
る
Ｔ
Ａ

Ｏ
を
、
う
ま
く
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

で
き
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

や
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
の
再

会
を
喜
び
合
い
、
共
に
良
い
舞
台

を
造
り
上
げ
よ
う
と
す
る
メ
ン

バ
ー
達
の
意
気
込
み
溢
れ
る
姿

を
見
た
時
、
あ
ら
た
め
て
彼
ら

の
魅
力
を
感
じ
、
不
安
も
消
え

て
い
っ
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
舞
台
に
歓
喜
す
る

海
外
の
多
く
の
観
客
た
ち
の
姿

を
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
、

自
分
自
身
も
意
気
込
み
に
溢
れ

て
い
る
。

　

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
達
、
そ
し

て
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
達
に
囲

ま
れ
、
世
界
と
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
結
ぶ

架
け
橋
と
し
て
活
躍
し
た
い
と

い
う
決
意
と
期
待
で
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
る
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
吉
野
樹
里
）
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↑新成人の皆さんの今後のご活躍とご多幸をお祈りします。

冬成人式開催～振袖あざやかに

　

１
月
７
日
、
竹
田
市
文
化
会
館

で
新
成
人
２
１
１
人
（
対
象
者

３
２
１
人
（
男
性
１
４
６
人
、
女

性
１
７
５
人
））
が
出
席
し
て
、
竹

田
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
甲
斐
圭
太

さ
ん
（
直
入
）
と
河
辺
真
奈
美
さ

ん
（
直
入
）
に
成
人
証
書
を
、
畑

山
め
ぐ
み
さ
ん
（
久
住
）
に
記

念
品
を
授
与
。
牧
市
長
を
始
め
来

賓
の
方
々
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈

り
、
森
下
綾
乃
さ
ん
（
竹
田
）
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

↑誓いの言葉を述べる森下綾乃さん

29回の歴史刻み

川合尚武旗開催

　

第
29
回
川
合
尚
武
旗
竹
田
職
域

ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会
が
、
寒
空

の
下
、
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
32
チ
ー
ム
は
、
Ａ
部
、

Ｂ
部
、
中
学
生
の
部
に
分
か
れ
、

11
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム　

Ａ
部
：
菅
生
走
遊

　

会
、
Ｂ
部
：
市
役
所
シ
ニ
ア
オ

　

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
、
中
学
生
の
部
：

　

竹
田
南
部
中
学
校
Ａ

↑Ａ部優勝：菅生走遊会の皆さん

↑Ｂ部優勝：市役所シニアオールスターズの皆さん

しめ縄が結ぶ荻と上浦

　

荻
小
学
校
の
児
童
が
、
12
月
３

日
に
佐
伯
市
上
浦
町
で
行
わ
れ
た

豊
後
二
見
ヶ
浦
大
し
め
縄
祭
り
に

参
加
し
、
し
め
縄
作
り
と
餅
つ
き

を
通
し
て
、
地
元
の
東し

の
の
め雲

小
学
校

児
童
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
し
め
縄
に
は
、
荻
町
で

子
供
た
ち
が
植
え
、
刈
り
取
っ
た

稲
わ
ら
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、
中

学
生
６
名
が
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
問
し
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
に
は
メ
ロ
ー
ト
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
竹
田
市
と
バ
ー
ト

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
友
情
が
続

き
ま
す
よ
う
に
と
、
温
か
い
歓
迎

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中学生、ドイツ訪問
　

年
末
年
始
事
故
ゼ
ロ
運
動
月
間

中
の
12
月
16
日
、
長
湯
地
区
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
協
議
会
と
直
入
幼
稚

園
児
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
交
通

安
全
を
願
っ
て
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
が
田
植
え
、
稲
刈
り
を

し
た
餅
米
を
か
ま
ど
で
蒸
し
上
げ

石
臼
で
つ
き
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ

ー
に
配
り
ま
し
た
。

交通安全願い餅つき
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まちの話題

宝くじで地域活動助成！
　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
七
里
地
区
に
、

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
る
木

造
瓦
葺
き
平
屋
建
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

建
設
費
約
１
、３
８
０
万
円
の

う
ち
８
３
０
万
円
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
に
係
る
収
入
を
財
源
と

し
た
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
補

助
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

企
画
情
報
課
又
は
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

↑声援を受け、子供たちがスタート！

↑ゆっくり流す内川選手

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
の
主
催

で
第
30
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、
１
月
１
日
に
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
多
く

の
方
が
参
加
し
、
新
し
い
年
の
初

め
を
祝
い
つ
つ
、
暖
か
い
日
の
下

を
走
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の

内
川
聖
一
選
手
が
一
般
男
子
の
部

に
参
加
し
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
地
区
植
木
の
佐
藤
コ
ギ
ク

さ
ん
が
１
月
１
日
に
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
牧
市
長
が

お
祝
い
の
た
め
自
宅
を
訪
問
し
ま

し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
肉
類
・
油
も

の
を
控
え
た
野
菜
中
心
の
食
事
を

毎
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
、

身
の
回
り
の
こ
と
も
自
分
で
こ
な

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

祝100歳、佐藤コギクさん
　

竹
田
南
部
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

が
、
平
成
12
年
（
当
時
南
生
中
学

校
）
か
ら
７
年
、
手
作
り
の
石
鹸

と
た
わ
し
を
文
化
祭
で
販
売
し
て

貯
め
た
２
４
、１
５
０
円
の
義
捐

金
を
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
（
工
藤
怜
史
保

健
部
長
、
原
田
晋
太
郎
生
徒
会
長

（
と
も
に
３
年
、
写
真
左
か
ら
））。こつこつ貯めた義捐金

統計功労者表彰式
　

大
分
県
内
で
国
勢
調
査
等
の
統

計
調
査
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
事

業
所
等
を
表
彰
す
る
県
統
計
功
労

者
表
彰
式
が
１
月
14
日
に
県
庁
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰
…
国
勢
調
査
指
導

員
：
内
田
孝
行
さ
ん
、
同
調
査

員
：
副
田
正
一
さ
ん　

大
分
県
統

計
協
会
長
表
彰
…
副
田
正
一
さ

ん
、
後
藤
京
子
さ
ん
、
広
瀬
照
代

さ
ん　

経
済
産
業
省
統
計
功
労
者

感
謝
状
交
付
…
渡
邉
博
子
さ
ん

↑総務大臣表彰を受賞した内田孝行さん

国
体
に
向
け
て︵
山
岳
︶

模
型
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

１
月
19
日
、
大
分
県
国
民
体
育

大
会
局
か
ら
、
平
成
20
年
国
体
に

お
い
て
竹
田
市
で
開
催
さ
れ
る
リ

ー
ド
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
）
施

設
の
模
型
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
模
型
は
、
実
際
の
施
設
設

計
業
者
が
約
１
週
間
を
か
け
て
製

作
し
た
も
の
で
、
縦
30
㌢
、
横
45

㌢
、
高
さ
35
㌢
と
、
実
物
の
50
分

の
１
サ
イ
ズ
で
す
。
市
役
所
本
庁

玄
関
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
実
際
の
施
設
は
竹
田
高

校
敷
地
内
で
６
月
に
着
工
し
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
は
７
月
中
、
リ

ー
ド
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
施
設
は

10
月
中
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

↑模型は上部の傾斜が可動式になっています。
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
運
動

が
大
切
。
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か

な
か
続
か
な
い
っ
て
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

運
動
に
は
、
始
め
る
き
っ
か
け
、

そ
し
て
継
続
し
て
い
く
エ
ッ
セ
ン

ス
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
仲
間
・

楽
し
さ
・
効
果
が
実
感
で
き
る
…

様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

竹
田
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
運
動
や
栄
養
に
つ
い
て
学

ん
だ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
教
室
」

の
Ｏ
Ｂ
会
に
委
託
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
７
月
22
日
㈯

　
久
住
早
朝
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ　

　
ン
グ
大
会

　

午
前
７
時
か
ら
竹
田
市
久
住
町

都
野
地
区
を
中
心
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
名
の
と
お
り
さ
わ
や
か
な

風
に
吹
か
れ
つ
つ
、
コ
ー
ス
途
中

に
設
け
ら
れ
た
ク
イ
ズ
に
答
え
な

が
ら
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
10
月
21
日
㈯

　
直
入
地
域
秋
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ　

　
ー
キ
ン
グ
大
会

　
「
こ
の
日
は
気
合
い
を
い
れ
て

歩
く
ぞ
〜
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
放
出
コ

ー
ス（
８
㌔
）」と「
脳
ピ
カ
ピ
カ
！

　

覚
え
ち
ょ
る
か
え
？　

コ
ー
ス

（
４
㌔
）」
に
分
か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
11
月
11
日
㈯

　
竹
田
地
域「
21
ふ
れ
あ
い
健
康　

　
づ
く
り
の
集
い
〜
み
ん
な
で
一　

　
緒
に
歩
こ
う
よ
」

　

竹
田
市
文
化
会
館
〜
岡
城
会
館

周
辺
の
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
季
節
。
準
備

体
操
と
「
竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音

頭
」
の
あ
と
、
６
㌔
コ
ー
ス
と
４

㌔
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
雨
上
が
り

で
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
し
た
。 

　

竹
田
市
の
各
地
域
で
は
、
こ
の

よ
う
に
様
々
な
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
運
動
を
始
め
よ
う
か
な
と

思
っ
て
い
る
方
、
な
か
な
か
継
続

で
き
な
い
と
い
う
方
、
こ
の
よ
う

な
会
を
利
用
し
て
運
動
を
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
荻
地
区
は
２
月
に
開
催

予
定
で
す
。

  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

　
・
歩
幅
は
広
め
に

　
・
目
線
は
遠
く
を
見
ま
し
ょ
う

　
・
軽
く
腕
を
ふ
り
な
が
ら
、バ　

　　　
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
歩
き
ま
し　

　　

ょ
う
。

　
・
ペ
ー
ス
は
軽
く
息
が
は
ず
む　

　　

程
度

　
・
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
忘　

　　

れ
ず
に
！

 

子
育
て
講
演
会
、開
催
！

　

子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に

子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈪　

13
時
〜

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

講
師　

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ

　

ー
精
神
保
健
研
究
所
児
童
期
精

　

神
保
健
研
究
室
長

　

清
田
晃
生
先
生

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

↑問題「竹田市の花木鳥はなぁに？」（竹田）

↑一村一ウォーク（H17、荻） ↑ウォーキングでこぼれる笑顔（竹田）

↑大会参加者で、記念の一枚（久住）
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私
た
ち
の
五
感
と
は
外
界
を

感
知
す
る
た
め
の
感
覚
機
能

で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
に
よ
る
分
類
で
は
、

視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、

嗅
覚
で
す
。
他
に
も
色
々
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
が
、
何
か
に
集

中
し
て
い
る
時
に
は
そ
の
作
業

に
必
要
な
感
覚
だ
け
が
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
、
他
の
感
覚
は
そ
の
陰

に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
漫
画

を
読
ん
で
い
る
時
、
声
を
か
け

ら
れ
て
も
気
付
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
視
覚

以
外
の
感
覚
が
邪
魔
を
し
な
い

よ
う
に
、
あ
え
て
働
か
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

感
覚
の
調
節
が
集
中
の
度
合

い
と
関
係
し
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
れ
を
司
っ
て
い
る
の
が

脳
の
「
前
頭
葉
」
で
す
。
つ
ま

り
集
中
の
度
合
い
は
、
前
頭
葉

が
ど
の
程
度
活
発
に
働
い
て
い

る
か
に
よ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

前
頭
葉
を
刺
激
し
活
性
化
さ
せ

る
の
は
脳
内
物
質
の
ド
ー
パ
ミ

ン
で
す
。
ド
ー
パ
ミ
ン
は
「
楽

し
い
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」

と
い
う
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
感
情

を
い
だ
い
た
時
に
多
く
分
泌
さ

れ
ま
す
。
好
き
な
こ
と
に
時
間

を
忘
れ
て
没
頭
で
き
る
の
は
、

多
く
の
ド
ー
パ
ミ
ン
が
前
頭
葉

を
刺
激
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
仕
組
み
か
ら
考
え
る
と
、

何
か
に
集
中
し
た
い
時
に
は

「
や
る
ぞ
」
と
気
合
を
入
れ
て

気
分
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
そ
の
他
の
刺
激（
音

な
ど
）
は
邪
魔
に
な
り
ま
す
の

で
、
た
と
え
ば
音
楽
や
ラ
ジ
オ

を
聴
き
な
が
ら
の
勉
強
と
い
う

の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
い
集
中
力
は
30
分

程
度
し
か
続
か
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
30
分
か
ら

１
時
間
に
１
回
、
５
分
ほ
ど
休

憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時

に
は
音
楽
を
聴
く
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

大
学
、
高
校
入
試
を
控
え
て

い
る
皆
さ
ん
は
風
邪
な
ど
ひ
か

な
い
よ
う
に
、
集
中
し
て
効
率

的
に
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

集

中

力　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
23
〉

　

２
月
16
日
か
ら
所
得
税
及
び
住

民
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
に
係
る

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

医
療
費
控
除
と
は

　

所
得
税
や
住
民
税
の
納
税
義
務

者
が
本
人
及
び
家
族
の
病
気
や
ケ

ガ
等
に
よ
り
所
得
額
の
一
定
割
合

以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

に
、
そ
の
額
を
所
得
か
ら
差
し
引

く
税
法
上
の
制
度
の
こ
と
で
す
。

 

申
告
の
対
象
者
は

　

所
得
額
及
び
平
成
18
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
一
定
の
水
準
を

満
た
す
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
経
費
は

　

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
、
対
象
や
条
件
が
異
な
り

ま
す
。
申
告
に
際
し
て
は
領
収
書

の
添
付
が
必
要
で
す
。

●
施
設
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
老
人
保
健
施
設

②
介
護
療
養
型
医
療
施
設

③
介
護
老
人
福
祉
施
設

　

本
人
が
負
担
し
た
利
用
料
と
、

食
費
及
び
居
住
費
に
係
る
自
己
負

担
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
（
但
し
、

③
に
お
い
て
は
、
そ
の
半
額
が
対

象
と
な
り
ま
す
）。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
系
）

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

③
居
宅
療
養
管
理
指
導

④
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

⑤
短
期
入
所
療
養
介
護

　

本
人
が
負
担
し
た
利
用
料
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
系
）

⑥
訪
問
介
護
（
生
活
援
助
中
心
型

　

を
除
く
）

⑦
訪
問
入
浴
介
護

⑧
通
所
介
護

⑨
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

⑩
短
期
入
所
生
活
介
護

　

次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
本
人
が

負
担
し
た
利
用
料
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

イ　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
利
用

　

で
あ
る
こ
と

ロ　

①
〜
⑤
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

　

い
ず
れ
か
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位

　

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
又

　

は
老
人
保
健
・
医
療
保
険
の
訪

　

問
看
護
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

※
⑤
⑩
に
つ
い
て
は
、
食
費
及
び

　

滞
在
費
に
係
る
自
己
負
担
額
も

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

 

介
護
保
険
に
関
す
る
他
の
控
除

　

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
の
お
む
つ
代
も
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
こ
の
控

除
を
受
け
る
方
は
、
医
師
が
発
行

し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と

領
収
証
が
申
告
に
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
年
目
以
降
に
こ
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
要
介
護
認

定
に
お
け
る
「
主
治
医
意
見
書
」

等
で
寝
た
き
り
で
あ
る
こ
と
等
の

内
容
確
認
が
で
き
れ
ば
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
を
提
示
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
18
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
料
の
全
額
は
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

・
介
護
保
険
料
・
医
療
費
控
除
等

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
６
）

・
介
護
保
険
制
度

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）



広報たけた 平成19年2月号 14

みんなの
　　ひろば

　　

平
成
19
年
３
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

平成18年2月生まれ　

　　　

　

　

　

　

広
報
発
行
月
に
１
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望

す
る
方
は
、
２
月
９
日
㈮
ま
で

に
企
画
情
報
課
ま
で
写
真
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

温かいご協力ありがとうございました。
　チャリティーバザー益金・歳末助け合いチャ
リティーショー益金・歳末助け合い共同募金を
年末に見舞金として介護を必要とする高齢者の
方々・在宅重度心身障害者の方々・生活困難な
世帯及び福祉団体に配分しました。
　　　　　　　　歳末助け合い募金配分委員会

区分 内　　　　　　訳 金　　額

チャリティーバザー益金 533,537 円

歳末助け合いチャリティーショー益金 2,031,820 円

歳末助け合い共同募金（事業所・団体・個人） 165,858 円

預金利子 31円

　　　　　　　　　　　　　合　計 2,731,246 円

個人配分金（443 人） 2,215,000 円

福祉団体配分金（7団体） 484,246 円

経　費 32,000 円

　　　　　　　　　　　　　合　計 2,731,246 円

収　
　
　

入

支　
　
　

出

 

彼
岸
花
、元
気
よ
く
育
て

　

中
九
州
横
断
道
路
早
期
完
成
を

願
う
女
性
の
会
（
堀
幸
子
会
長
）

の
皆
さ
ん
が
、
12
月
９
日
に
岡
城

中
休
所
跡
周
辺
等
の
彼
岸
花
、
白

花
彼
岸
花
が
よ
く
増
え
、
よ
く
咲

く
よ
う
に
と
市
内
業
者
か
ら
提
供

さ
れ
た
肥
料
50
袋
を
埋
め
込
み
ま

し
た
。

　

こ
の
彼
岸
花
は
、
竹
田
市
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
と
竹
田
市
農
村

女
性
集
団
連
絡
協
議
会
が
、
桜
、

紅
葉
と
と
も
に
岡
城
の
風
物
詩
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
平
成
16
年
に
植

え
付
け
た
も
の
で
す
。



図書館
から

2月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

12

15　2007年 2月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
陽気なギャングが地球を回す　　　　　伊坂幸太郎
生きていることを楽しんで　　ターシャ・テューダー
いのちの叫び　　　　　　　　　　　　日野原重明
ベリーショーツ　　　　　　　　　よしもとばなな
イギリスにたくさんのありがとう　　　　王　由由
犬は神様　　　　　　　　　　　　　　山本　容子
義民が駆ける　　　　　　　　　　　　藤沢　周平
莫山つれづれ　　　　　　　　　　　　　榊　莫山
〔子どもの本〕
仮面レストラン（怪談レストラン 45）　たかしよいち
なぞなぞのへや　　　　　　　　　　　石津ちひろ
インナーネットの香保里　　　　　　　梶尾　真治
ぼくはくま　　　　　　　　　　　　ごうだつねお
かいけつゾロリ　まもるぜ！きょうりゅうのたまご　原　ゆたか
　　　　　　　　　　　　ほか、80冊購入しました。

　

竹田市立図書館の休館
日は、5日㈪・12 日㈪・
19 日 ㈪・23 日 ㈮・26
日㈪です。

　「おはなしルーム」
日時　2月 14日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

　「おはなし広場」
日時　2月 28日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「海」
　　　　　　　　　　小川洋子（新潮社）

　「博士の愛した数式 ｣
の作者が綴った珠玉の
短編集！
　美しく奥行きの深い
7編をじっくり味わっ
てください。

「な～らんだ」
　　　　　　　　三浦太郎（こぐま社）
　あの曽野綾子の
「太郎物語」の太郎
さんがイラストレー
ターとして活躍中。
「くっついた」に続
いての赤ちゃん絵
本第2弾です。

　

竹
田
プ
ラ
ム「
鳥
越
」取
り
組
み
意
向
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

竹
田
市
で
は
、
プ
ラ
ム
「
鳥
越
」

の
生
産
希
望
者
に
対
し
て
、
平
成

19
年
度
も
苗
木
購
入
費
の
補
助
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
苗
木
の
配
布

は
平
成
20
年
２
月
頃
に
な
り
ま
す

が
、
本
数
を
確
定
す
る
た
め
に
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

回
答
〆
切　

２
月
28
日
㈬

プ
ラ
ム
と
は　

高
い
糖
度
と
機
能

　

性
の
面
か
ら
人
気
が
高
ま
っ
て

　

い
ま
す
。
７
月
中
旬
に
収
穫
す

　

る
「
鳥
越
」
は
台
風
災
害
等
を

　

受
け
に
く
く
、
カ
ボ
ス
、
ピ
オ

　

ー
ネ
に
続
く
竹
田
市
の
果
樹
に

　

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
業
内
容　

苗
木
代
１
本
３
、０
０
０

　

円
の
う
ち
半
額
を
市
が
補
助
し

　

ま
す
。
標
準
植
付
本
数
は
10
㌃

　

あ
た
り
20
本
で
す
。

募
集
要
項　

植
栽
希
望
面
積
は
原

　

則
10
㌃
以
上
で
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ

　

竹
田
プ
ラ
ム
生
産
者
部
会
に
加

　

入
し
産
地
化
に
取
り
組
む
こ
と

　

等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
４
月

　

以
降
の
正
式
な
申
込
受
付
後
、

　

圃
場
の
現
地
調
査
等
を
行
い
、

　

補
助
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

生
産
希
望
者
は
左
記
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

農
林
畜
産
課

　
　
　
　

☎
63‒

４
８
０
５

　

各
総
合
支
所
産
業
課

　

荻　
　

☎
68‒

２
２
１
５

　

久
住　

☎
76‒

１
１
１
６

　

直
入　

☎
75‒

２
２
１
５



N
o.23 　平

成
19
年
2
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 12 月 31 日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,127 人　　( － 64 人 )
　男性　12,677 人　 ( － 40 人 )
　女性　14,474 人　 ( － 24 人 )
世帯数　10,714世帯 (－16世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第23回

　

渓
流
沿
い
に
生
え
る
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
と
違
い
、
山
地
の
日
当
た
り

の
い
い
草
地
に
生
育
す
る
高
さ

50
セ
ン
チ
ほ
ど
の
雌し

ゆ
う
い
し
ゅ

雄
異
株
の

落
葉
小
低
木
で
す
。
早
春
の
時

期
に
は
足
元
に
暗あ

ん
か
っ
し
ょ
く

褐
色
の
樹
皮

が
目
立
ち
ま
す
が
、
夏
に
は
他

の
草
に
ま
ぎ
れ
て
見
失
い
ま
す
。

　

細
い
全ぜ

ん
え
ん縁

の
長ち

ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形
の
葉

は
互
生
で
す
が
、
一
部
対
生
し

ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
４
㌢
、

幅
が
１
㌢
ほ
ど
で
裏
面
は
粉
白

色
で
す
。

　

ま
だ
冷
た
い
風
が
吹
く
早
春

の
頃
、
葉
が
開
く
前
に
ヤ
ナ
ギ
特

有
の
径
１
㌢
ほ
ど
の
楕
円
形
の

花か
じ
ょ序
に
雄
花
（
写
真
）
は
橙

だ
い
だ
い
い
ろ
色
の

葯や
く

が
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

こ
れ
に
比
べ
雌め

ば
な花

は
軟
毛
の
あ

る
子
房
の
先
に
地
味
な
淡
黄
色

の
花
を
つ
け
ま
す
。

　

野
に
生
え
る
ヤ
ナ
ギ
な
の
で

野の
や
な
ぎ柳

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
や
く
じ

ゅ
う
山
系
の
草
地
で
観
察
さ
れ

ま
す
。
個
体
の
少
な
い
大
陸
系

遺
存
植
物
で
、
大
分
県
の
絶
滅

危き
ぐ
し
ゅ

惧
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
期
は
４
月
で
す
。

阿孫　久見

ノヤナギ（ヤナギ科）

春季県体・第49回県内一周大分合同駅伝競走大会
竹
田
市
選
手
団
に
、

　
　

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
！

開催期日　2月19日㈪～2月23日㈮
距離・区間　389.7㌔、全37区間
20日㈫14時頃竹田市役所前ゴール！
　　　　21日㈬8時竹田市役所前スタート！
【1日目・2/19 ㈪】　〔大分～佐伯　78.1 ㌔　8区間〕
　大分～高城～坂ノ市～佐賀関～佐志生～臼杵
　津久見～千怒～上浦～佐伯
【2日目・2/20 ㈫】　〔佐伯～竹田　48.9 ㌔　5区間〕
　佐伯～弥生　野津～南野津～三重～緒方～竹田
【3日目・2/21 ㈬】　〔竹田～日田　84.9 ㌔　8区間〕
　竹田～久住～直入　庄内～湯平～湯布院
　九重～玖珠～戸畑～天瀬～日田
【4日目・2/22 ㈭】　〔日田～豊後高田　82.4 ㌔　7区間〕
　日田～小河内～耶馬渓～本耶馬渓～中津
　安心院～院内～宇佐～豊後高田
【5日目・2/23 ㈮】　〔豊後高田～大分　95.4 ㌔　9区間〕
　豊後高田～真玉～香々地～国見
　富来～国東～安岐～杵築～日出～別府～大分
主催　大分県、大分県教育委員会、㈶大分県体育協会、大分県内各市
　　　町村、大分陸上競技協会、大分合同新聞社

↑昨年、市役所前での応援

↑昨年アンカーの志賀直樹選手

◇
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

で
は
食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
豆
腐
の
食
べ
比
べ
や

サ
フ
ラ
ン
料
理
、
新
名
物
の
研
究

会
等
な
ど
。
１
月
14
日
に
は
、
頭

料
理
に
挑
戦
す
る
親
子
料
理
教
室

を
開
催
し
、
子
供
た
ち
に
竹
田
の

伝
統
を
伝
え
ま
し
た
。
あ
あ
、
食

べ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。（
吉
野
秀
）

↑ニベをさばく平野耕治さんと
　こわごわ見ている子供たち
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
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「
生
活
の
中
の
文
人
画
・
花
鳥
風
月
」

　

２
月
25
日
㈰
ま
で

春
季
資
料
展

『
竹
田
直
入
、歴
史
の
道
・
文
化
の
道
』

　

３
月
１
日
㈭
〜
５
月
13
日
㈰

　

春
季
の
展
示
で
は
、
竹
田
市
の
歴
史
を
所
蔵

資
料
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
中
世

直
入
郡
か
ら
岡
城
と
城
下
町
を
取
り
上
げ
、「
岡

城
真
景
図
屏
風
」
他
、
貴
重
な
資
料
を
公
開
し

ま
す
。

※
２
月
27
日
㈫
〜
28
日
㈬
は
展
示
替
え
の
た
め

　

臨
時
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
郷
土
の
自
然　
植
物
写
真
展
」

　

２
月
６
日
㈫
ま
で

　

生
態
・
環
境
・
風
景
を
テ
ー
マ
に
、
竹
田
市

の
自
然
と
植
物
の
写
真
や
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

「
第
７
回
岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展
」

　

２
月
９
日
㈮
〜
３
月
18
日
㈰
ま
で

　

享
保
雛
、
大
正
雛
、
昭
和
雛
並
び
に
五
月
人

形
等
を
展
示
し
ま
す
。

※
２
月
７
、８
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

第
９
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

今
年
も
城
下
町
竹
田
の
歴
史
と
春
を
感
じ
さ

せ
る
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
は
、
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

が
企
画
し
た
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
雛
ま

つ
り
・
雛
め
ぐ
り
を
県
内
外
へ
広
く
情
報
発
信

す
る
試
み
「
出
逢
い
雛　

'07
お
お
い
た　

ひ
な

め
ぐ
り
」
に
加
わ
り
、
そ
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
、
２
月
９
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
中
で
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
あ
わ
せ

て
開
催
し
ま
す
。

期
間　

２
月
９
日
〜
３
月
18
日

会
場　

竹
田
市
街
地

主
な
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　

２
月
９
日　

10
時
〜　

竹
田
創
生
館

　

市
内
の
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
童
謡
を
合
唱

　

10
時
40
分
〜　

商
店
街
空
舗
広
場

　

花
餅
づ
く
り

「
ひ
い
な
あ
そ
び
」

　

３
月
３
日　

13
時
〜　

古
町
商
店
街

「
流
し
雛
」

　

３
月
18
日　

14
時
〜　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前

河
川
敷

「
雛
御
膳
」

　

期
間
中
、
市
内
飲
食
店
６
か
所
で
雛
ま
つ
り

に
ち
な
ん
だ
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

「
ひ
な
め
ぐ
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
、里
山
保
全
コ
ー

ナ
ー
」

　

旧
塩
附
家
具
に
展
示
し
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

「
竹
雛
展
示
」

　

２
月
１
日
〜
３
月
31
日　

大
分
空
港

　

２
月
10
日
〜
３
月
４
日

　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京
都
）

参
加
者
募
集
！
「
竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
製
作
」

　

２
月
14
日　

初
心
者
歓
迎
！

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
協
会　

☎
63‒

２
６
３
８

　

㈳
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

　

http://w
w
w
.w
e-love-oita.or.jp/

 

２
０
０
７
年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

　

新
春
恒
例
行
事
！　

カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
ン
が
熱

唱
し
ま
す
！

日
時　

２
月
４
日
㈰　

10
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

 

無
料

主
催　

竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部

共
催　

竹
田
市
教
育
委
員
会

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）　

☎
63‒

２
７
３
４

 

和わ

き気
藹あ

い
お
ん音

コ
ン
サ
ー
ト

　

愛
は
、
音
楽
で
ひ
と
つ
に
な
る―

―

。

　

竹
田
市
文
化
連
盟
声
楽
部
と
器
楽
部
が
初
め

て
の
合
同
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

ご
一
緒
に
、和
気
あ
い
あ
い
と
歌
い
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
25
日
㈰

　
　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

出
演
団
体　

礎
コ
ー
ラ
ス
、コ
ー
ル
竹
田
メ
リ
ー

　

ズ
、
竹
田
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
竹

　

田
混
声
合
唱
団
、
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、

　

ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
、
竹
田
高

　

等
学
校
器
楽
部
、竹
田
中
学
校
吹
奏
楽
部（
出

　

演
順
）

主
催　

竹
田
市
文
化
連
盟
声
楽
部
・
器
楽
部

共
催　

竹
田
市
教
育
委
員
会

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）　

☎
63‒

２
７
３
４



たけたん情報 平成19年2月号 ❷

  

案　

内

平
成
19
・
20
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付
開
始

 

物
品
等

受
付
期
間　

２
月
１
日
〜
28
日

随
時
受
付　

３
月
１
日
〜
有
効
期
限
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

※
12
時
〜
13
時
ま
で
は
除
く
。

有
効
期
間　

２
年
間 

（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
21
年
３
月
31
日
）

　

以
後
は
２
年
ご
と

※
平
成
18
年
２
月
１
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日

　

ま
で
に
申
請
し
た
県
外
業
者
の
方
は
、
平
成

　

20
年
３
月
31
日
ま
で
有
効
期
間
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
平
成
20
年
２
月
１
日
〜
平
成
20
年
２

　

月
末
日
ま
で
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

　

の
際
、
基
準
年
を
統
一
す
る
た
め
、
平
成
21

　

年
３
月
31
日
（
基
準
年
）
ま
で
の
１
年
間
の

　

有
効
期
間
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所　

竹
田
市
役
所
財
政
課
管
財
係

申
請
書
類
様
式　

申
請
書
は
竹
田
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
書
類

①
指
名
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
申
請
書

②
委
任
状
（
法
人
で
支
店
、
営
業
所
等
に
委
任

　

す
る
場
合
に
提
出
）

③
経
営
概
要
書

④
機
械
設
備
等
明
細
書
（
製
造
業
者
又
は
印
刷

　

業
者
は
提
出
）

⑤
代
表
者
身
分
証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
法
務

　

局
が
発
行
す
る
登
記
簿
謄
本
、
個
人
の
場
合

　

は
代
表
者
の
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す

　

る
も
の
で
提
出
日
前
３
か
月
以
内
に
発
行
さ

　

れ
た
も
の
。
写
し
で
も
可
）

⑥
印
鑑
（
登
録
）
証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
法

　

務
局
が
発
行
す
る
も
の
、
個
人
の
場
合
は
代

　

表
者
の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
も

　

の
で
、
申
請
日
前
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ

　

た
も
の
。
写
し
で
も
可
）

⑦
市
税
納
税(

完
納)

証
明
書
（
竹
田
市
内
に

　

本
店
又
は
支
店
等
を
有
す
る
場
合
は
竹
田
市

　

長
が
発
行
す
る
も
の
、
竹
田
市
外
に
本
店
又

　

は
支
店
等
を
有
す
る
場
合
は
本
店
又
は
支
店

　

等
の
所
在
す
る
市
町
村
長
が
発
行
す
る
も
の

　

で
、
申
請
日
前
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た

　

も
の
。
写
し
で
も
可
）

⑧
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税
証
明
書
（
所

　

轄
税
務
署
で
発
行
す
る
も
の
。
非
課
税
業
者

　

も
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
申
請
日
前
３
か
月

　

以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、写
し
で
も
可
）

⑨
指
名
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
申
請
書

　

受
付
書

提
出
方
法　

申
請
書
等
の
内
容
を
十
分
説
明
で

　

き
る
方
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

　

に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）。

●
お
問
い
合
せ　

財
政
課
管
財
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

　

℻
63‒

０
９
９
５

 

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

受
付
期
間　

２
月
１
日
〜
３
月
９
日
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

有
効
期
間

①
県
内
建
設
業
者
は
１
年
間
（
平
成
19
年
４
月

　

１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
）

②
県
外
建
設
業
者
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

　

２
年
間
（
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

　

年
３
月
31
日
の
間
）

受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

※
12
時
〜
13
時
ま
で
は
除
く
。

受
付
場
所　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

申
請
書
類
の
販
売
先　

㈳
大
分
県
建
設
業
協
会

　

本
部
及
び
各
支
部
（
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

提
出
書
類

①
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

②
委
任
状
（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
。
原
本
）

③
市
内
業
者
又
は
市
内
に
営
業
所
が
あ
る
場
合

　

は
市
税
（
法
人
市
民
税
、
個
人
市
民
税
等
市

　

税
全
て
）
の
納
税
（
完
納
）
証
明
書
（
原
本
）

※
法
人
（
契
約
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
「
法
人
」

　

ま
た
は
「
代
表
」
が
竹
田
市
に
納
税
し
て
い

　

る
場
合
）
は
、会
社
（
法
人
）
と
代
表
者
（
個

　

人
）
の
市
税
全
て
の
納
税
（
完
納
）
証
明
書

※
個
人
は
、
契
約
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
代
表

　

者
の
市
税
全
て
の
納
税
（
完
納
）
証
明
書 

※
な
お
、
建
設
課
・
財
政
課
（
管
財
係
）
に
重

　

複
し
て
申
請
す
る
業
者
に
つ
い
て
は
、
建
設

　

課
の
み
原
本
の
納
税
証
明
、
財
政
課
は
写
し

　

で
可
と
し
ま
す
。

提
出
方
法　

持
参
を
原
則
と
す
る
が
、
郵
送
で

　

も
可
。
封
筒
に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　

申
請
書
在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。
た
だ

　

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
票
を
返
送
す
る

　

の
で
80
円
分
の
切
手
を
貼
付
済
の
定
型
封
筒

　

を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。

●
お
問
い
合
せ　

建
設
課
庶
務
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　

℻
63‒

３
９
４
８

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

物
資
納
入
業
者
募
集 

！

　

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、

平
成
19
年
度
学
校
給
食
用
の
野
菜
・
椎
茸
・
果

物
・
農
産
物
加
工
品
・
精
肉
・
鮮
魚
等
の
物
資

納
入
業
者
（
生
産
者
含
む
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

納
入
希
望
業
者
は
、
指
名
願
（
竹
田
市
竹
田

学
校
給
食
共
同
調
理
場
指
定
の
も
の
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
竹
田
市
竹
田
学
校
給

食
共
同
調
理
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
給
食
物
資
の
納
入
に
は
、
一
定
の
基
準
規
格

　

等
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　

２
月
21
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先

　

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

竹
田
市
大
字
竹
田
１
０
７
３

　

☎
63‒

１
１
７
０

　

℻
63‒

１
１
９
２

大
分
県
専
門
職
産
休
サ
ポ
ー
タ
ー

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県
内
地
方
機

関
に
お
い
て
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る
職
員
の

代
替
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
専
門
職
の
臨
時
職

2
月
の
お
し
ら
せ



❸ 2007年2月発行

員
採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
希
望
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種　

農
業
普
及
指
導
員
、
保
健
師
、
獣

　

医
師

そ
の
他　

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
豊
肥
振
興
局
等
で
配
布

　

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
３
１
１

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/supporter/

大
分
県
立
芸
術
会
館

美
術
観
覧
料
の
免
除
に
つ
い
て

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
が
主
催
す
る「
平
常
展
」

又
は
「
企
画
展
」
の
観
覧
に
つ
い
て
は
、
次
の

場
合
、
料
金
は
無
料
で
す
。

①
県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の

　

教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
の
鑑

　

賞
（
学
校
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
）

②
土
曜
日
の
高
校
生
以
下
の
観
覧
（
小
学
生
は

　

名
札
等
を
、
中
学
生
・
高
校
生
は
生
徒
手
帳

　

等
を
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
芸
術
会
館
学
芸
第
一
課

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

０
８
２
０

県
央
飛
行
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

大
分
県
央
飛
行
場
で
は
、
竹
田
、
湯
布
院
方

面
等
10
コ
ー
ス
の
小
型
機
に
よ
る
遊
覧
飛
行
や

子
ど
も
航
空
教
室
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遊
覧
飛
行
（
例
）

「
久
住
・
竹
田
コ
ー
ス
」　

所
要
時
間
35
分

　

料
金　

大
人
１
５
、４
０
０
円

　
　
　
　

小
人
１
０
、６
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
央
飛
行
場
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
７
４‒

34‒

４
４
１
１

平
成
19
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
利
用
者
の
ご
意
見
や
要
望
を
幅
広
く
伺
い
、

今
後
の
電
気
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

　

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る
満
20
歳
以

　

上
の
方
（
条
件
有
）

活
動
内
容

１
、
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年

　

２
回
予
定
）
へ
の
回
答
（
全
員
）

２
、
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー

　

会
議
へ
の
出
席
（
該
当
者
、
年
１
回
予
定
）

委
嘱
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

九
州
管
内
で
１
３
０
人
予
定

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
又
は
電
子
メ
ー
ル
。
件
名

　

を
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
郵
便
番
号
、

　

住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

　

応
募
の
動
機

募
集
〆
切　

２
月
19
日
㈪　

※
消
印
有
効

　

電
子
メ
ー
ル
は
、
20
日
17
時
ま
で
有
効
。

そ
の
他　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
19
年
３

　

月
末
ま
で
に
通
知
す
る
と
と
も
に
委
嘱
状
を

　

送
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　

〒
８
６
０‒

８
７
９
５　

熊
本
市
二
の
丸
１

　

‒

４

　

☎
０
９
６‒

３
２
６‒

７
８
６
２

　

受
付
専
用
Ｅ
メ
ー
ル

　

m
onitor-kyusyu@

rbt.soum
u.go.jp

  

水　

道

水
道
管
の
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に

な
る
と
破
裂
し
た
り
凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内

側
に
あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

副
止
水
栓
の
な
い
家
庭
は
、
修
理
の
時
に
必

ず
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
経
費
に
つ
い
て
は

使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

水
道
管
に
防
寒
対
策
を 

　

気
温
が
低
下
す
る
と
、
屋
外
に
露
出
し
た
水

道
管
は
中
の
水
が
凍
結
し
、
断
水
し
た
り
管
が

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
の
た
め
、

水
道
管
に
も
防
寒
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
防
寒
対
策

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う
保
温

材
を
巻
き
つ
け
、
ヒ
モ
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
等

で
濡
れ
な
い
よ
う
に
固
定
し
ま
す
。保
温
材
は
、

市
販
品
の
ほ
か
に
、
毛
布
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
、
家
庭
に
あ
る
も
の
で
も
代
用
で
き
ま
す
。

水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　

水
道
課
で
は
、水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
、

水
道
法
に
基
づ
き
毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ

い
て
、
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
「
水
質
検
査

計
画
」
を
作
成
し
需
要
者
へ
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
平
成
19
年

度
水
質
検
査
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
閲
覧

を
ご
希
望
の
方
は
、
水
道
課
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
建
設
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
過
去
の

検
査
結
果
に
つ
い
て
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

※
閲
覧
は
、
３
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

水
道
課　

 

☎
63‒

１
０
４
６



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

1 ㈭ ・後期高齢者医療広域連合発足　・竹田温泉「花水月」休館日　・相続登記はお済みですか月間　・北方領土返還運動全国強調月間　・省エネルギー月間　・「はたちの献血」
キャンペーン　・生活習慣病予防週間（7日まで）　・平成 18年分贈与税確定申告（3月 15日まで）　・個人事業者の消費税および地方消費税確定申告（4月 2日まで）

2 ㈮ ・大分県立盲学校高等部本科等入学者選考前期募集（9日まで／大分県立盲学校［大分市］）
・世界湿地の日

3 ㈯ ・竹田市歩こう会「メンヒル」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）

4 ㈰ ・2007 年新春カラオケフェスタ 10:00 ～（竹田市文化会館大ホール）
・第 18回豊肥地区解放文化祭 11:30 ～（くじゅうサンホール）

5 ㈪ ・国体竹田市推進本部設置式（仮称）13:30 ～ 15:00（市役所 3階会議室）　・竹田市及び竹田市教育委員会臨時職員・非常勤嘱託員登録者受付（随
時／総務課職員係・竹田市教育委員会）　・小学生～高校生のための春休み国際交流事業募集〆切　・荻の里温泉休館日

6 ㈫ ・2007 新春きらめく農村女性大会 9:30（大分みどり農協本店 2階ホール）
・公立幼稚園入園受付面接日（竹田・南部・直入幼稚園）

7 ㈬ ・北方領土の日

8 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

9 ㈮ ・第 9回岡藩城下町雛まつりオープニング 10:00 ～（竹田創生館）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ 15:00（岡城阯）
・大分県立聾学校高等部本科・専攻科入学者選考前期募集（16日まで／大分県立聾学校［大分市］）

10㈯ ・県内一周駅伝結団式 18:00（竹田市文化会館大会議室）

11㈰ ・第 26回嫗岳地区駅伝競走大会　・第 15回 B&G財団会長杯争奪直入少年剣道大会 9:30 ～（竹田市直入B&G海洋センター体育館）
・建国記念の日

12㈪ ・2月子牛市場（14日まで /豊後豊肥市場）
・振替休日

13㈫ ・2月子牛市場（豊後豊肥市場）

14㈬ ・2月子牛市場（豊後豊肥市場）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）
・第 12回「岡の里文人講座」美術館めぐり 8:30 ～ 18:30　・市県民税・国保税・介護保険料申告相談会（3月 15日まで /税務課）

15㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日

竹田市のこよみ2月
2007年

　・悩まずどんとこい労働相談週間
　　期間　2月 5日㈪～ 2月 9日㈮　9:00 ～ 20:00
　　　　　（来所 17:00 まで）
　　場所　大分県庁 7階　大分県労働委員会相談室
　　TEL097-536-3650



16㈮ ・平成 18年分所得税の確定申告（3月 15日まで）　・就学援助制度相談〆切（市内各小中学校）
・青少年の日

17㈯
18㈰ ・市民公開講座「フッ素でむし歯ゼロを目指せ」12:30 開場 13:00 開演（ビーコンプラザ中会議室［別府市］）

・竹田市歩こう会「片ヶ瀬方面」9:00 廣瀬神社下集合（※ 1）　・家庭の日

19㈪ ・第 49回県内一周大分合同駅伝競走大会（23日まで）　・子育て講演会 13:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・平成 19年度「電気通信サービ
スモニター」募集〆切（総務省九州総合通信局）　・荻の里温泉休館日　・食育の日

20㈫ ・第 49回県内一周大分合同駅伝競走大会（佐伯～竹田）　・荻西部農面道路竣工式 10:00 ～ 12:30　・県病健康教室「大動脈瘤（胸部や腹部の血管にできる
コブについて）」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）　・平成 19年度点訳・音訳講習会募集〆切（大分県点字図書館［大分市］）　・旅券の日

21㈬ ・第 49回県内一周大分合同駅伝競走大会（竹田～日田）　・本物の舞台芸術体験事業「京都フィルハーモニー室内合奏団演奏会」14:00 ～（久住中学校）　・年金相談 10:00
～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・竹田市竹田学校給食共同調理場物資納入業者募集〆切（竹田市竹田学校給食共同調理場）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

22㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

23㈮ ・消費生活相談管内統一相談日 10:00 ～ 12:00（市役所 3階会議室及び各総合支所）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ 15:00（岡城阯）
・食育推進大会 13:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・福祉人材面接会 13:00 ～（トキハ会館 5階「ローズの間」［大分市］）

24㈯ ・文化ボランティア育成研修「佐藤俊介ヴァイオリンリサイタル」13:30 開演（エイトピアおおの［豊後大野市］）

25㈰ ・和気藹音コンサート 13:00 開場　13:30 開演（竹田市文化会館大ホール）　・第 18回豊岡地区駅伝競走大会（豊岡分館前スタート・ゴール）
・大学通信教育合同入学説明会 11:00 ～ 16:00（一番館ホール［熊本市］）

26㈪ ・荻の里温泉休館日

27㈫
28㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・竹田プラム「鳥越」取り組み意向調査回答〆切

（農林畜産課）　・国民健康保険税 8期、介護保険料 8期納期限

月　間

週　間

その他

・竹田温泉「花水月」休館日（3月 1日）
・第 20回岡の里名水マラソン大会（3月 4日 10:00 スタート）
・竹田市消防団荻方面隊模擬火災訓練（3月 4日）
・民事介入暴力集中相談所（3月 5日 10:00 ～ 16:00（コンパルホール［大分市］））　
・「大分いのちの電話」相談員養成講座又はカウンセリング公開講座受講生申込〆切（3月 5日）
・陽目の里名水茶屋休業期間（3月 16日まで）　
・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）　
・緑の募金（5月 31日まで）

・大分県医師会主催市民公開講座
　「フッ素でむし歯ゼロを目指せ
　　～むし歯にならないための一歩～」
　日時　3月 4日㈰　12:30 開場　13:00 開演
　場所　エイトピアおおの小ホール（豊後大野市）
　入場無料！皆さんのお越しをお待ちしています。

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62‒3304）　
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）
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生
活
情
報

消
費
生
活
相
談
管
内
統
一
相
談
日

日
時　

２
月
23
日
㈮　

10
時
〜
12
時

会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室
及
び
各
総
合

　

支
所

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

「
見
守
り
新
鮮
情
報
」メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
収
集
し
た

悪
質
商
法
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
！

パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

　

http://w
w
w
.consum

er.go.jp/

携
帯
電
話
か
ら
登
録

　

https://m
ail.consum

er.go.jp/w
rp/

m
im
am
ori/m

obile

●
お
問
い
合
せ　

社
団
法
人
全
国
消
費
生
活
相

　

談
協
会
見
守
り
係

　

☎
03‒

３
４
４
８‒

９
７
３
６

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
改
正

　

労
働
者
が
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
能
力
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
性
別
に
よ
る
差
別
禁

止
の
範
囲
の
拡
大
、
妊
娠
等
を
理
由
と
す
る
不

利
益
取
扱
の
禁
止
等
を
定
め
た
改
正
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
が
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

主
な
改
正
点

　
「
性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の
範
囲
の
拡
大
」
男

性
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
差
別
が

追
加
、
明
確
化
さ
れ
る
他
、
間
接
差
別
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。

　
「
妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱

い
の
禁
止
」

　
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
事
業

主
は
、
男
性
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
も
含
め
た
対

策
を
講
じ
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
「
母
性
健
康
管
理
措
置
」
事
業
主
は
、
妊
産
婦

が
保
健
指
導
又
は
健
康
診
査
の
受
診
及
び
そ
れ

に
基
づ
く
指
導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
措
置
を
講
じ
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ･

ア
ク
シ
ョ
ン
（
男
女
間
の
格

差
解
消
の
た
め
の
積
極
的
取
組
）
の
推
進
」

　
「
過
料
の
創
設
」

そ
の
他　

女
性
の
坑
内
労
働
に
つ
い
て
、
女
性

　

技
術
者
が
管
理
・
監
督
業
務
を
行
え
る
よ
う

　

に
労
働
基
準
法
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

４
０
２
５

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.go.jp

/b
u
n
ya/

koyoukintou/index.htm
l

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
「
当
月
末

振
替
」（
早
割
）
に
す
る
と
、
毎
月
50
円
割
引

さ
れ
ま
す
。
初
回
は
２
か
月
分
の
保
険
料
（
前

月
分
定
額
＋
当
月
分
割
引
）
と
な
り
、
そ
の
後

の
保
険
料
が
毎
月
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

早
割
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
口
座
振
替
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
現
在
翌
月
末
振

替
を
さ
れ
て
い
る
方
も
当
月
末
振
替
に
す
る
た

め
に
は
変
更
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
又
は
社
会
保

険
事
務
所
に
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
又

は
年
金
手
帳
、
預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
届
出

印
を
持
参
し
て
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
半
額
免
除
等
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
早

　

割
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

イ
ベ
ン
ト

第
12
回
「
岡
の
里
文
人
講
座
」

美
術
館
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

今
年
は
日
出
町
の「
二
階
堂
美
術
館
」と「
大

分
県
立
芸
術
会
館
」
を
訪
ね
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
14
日
㈬

　

８
時
30
分
出
発　

18
時
30
分
着
予
定

集
合
場
所　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
前

行
程　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
発
↓
二
階
堂
美

　

術
館
↓
日
出
町
散
策
↓
大
分
県
立
芸
術
会
館

　

↓
犬
飼
↓
竹
田
着

定
員　

45
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

申
込
〆
切　

２
月
７
日
㈬

会
費　

５
、０
０
０
円
（
入
館
料
、
昼
食
代
込
）

主
催　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
・
岡
の
里
事
業

　

実
行
委
員
会
・
南
画
の
里
づ
く
り
を
す
す
め

　

る
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

事
務
局　

渡
辺
龍
太
郎　

☎
63‒

２
４
２
１

佐
藤
俊
介
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

　

大
分
県
で
は
、
地
域
の
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
の
一
環
と
し
て
「
佐
藤
俊
介
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
24
日
㈯　

13
時
30
分
開
演

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

入
場
料　

一
般
２
、０
０
０
円

　
　
　
　

大
学
生
以
下
１
、０
０
０
円

券
販
売
所　

竹
田
市
文
化
会
館
、
久
住
中
央
公

　

民
館

佐
藤
俊
介
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

パ
リ
在
住
の
22
才



❼ 2007年2月発行

　

の
若
手
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
世
界
の
一
流

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
も
多
数
共
演
。

主
催　

大
分
県
、
㈶
大
分
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
財
団

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課　

担
当
：
渋
谷

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒
２
０
５
８

  

募　

集

誰
で
も
楽
し
め
る

「
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」

講
習
内
容　

園
芸
の
基
礎
知
識
、
コ
ン
テ
ナ
等

　

の
寄
植
、
ミ
ニ
造
景
等
の
制
作

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　

竹
田
市
中
央
公
民
館
小
会
議
室

日
程　

３
月
〜
５
月
第
２
・
４
土
曜

費
用　

入
会
金
３
か
月
分
６
、０
０
０
円

　

花
材
は
実
費
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

河
野
ひ
ろ
子

　

☎
62‒

４
８
０
０

平
成
19
年
度
点
訳
・
音
訳
講
習
会

　

大
分
県
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
害
者
の

方
々
に
提
供
す
る
点
字
図
書
及
び
録
音
図
書
の

製
作
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
必
要
な
点
訳
及
び
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
講
習
会
（
受
講
料
無
料
）
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

原
則
と
し
て
講
習
会
を
毎
回
受
講
で

　

き
る
方
、
講
習
会
修
了
後
は
継
続
し
て
点
字

　

図
書
館
に
お
け
る
点
字
図
書
、
録
音
図
書
の

　

製
作
に
協
力
で
き
る
方

期
間　

平
成
19
年
４
月
〜
平
成
20
年
３
月

　
　
　
（
延
べ
40
回
程
度
）

日
時　

点
訳
講
習
会　

毎
週
金
曜
10
時
〜
12
時

　
　
　

音
訳
講
習
会　

毎
週
火
曜
10
時
〜
12
時

場
所　

大
分
県
点
字
図
書
館
（
大
分
市
）

募
集
人
員　

点
訳
15
名
、
音
訳
20
名
程
度

募
集
〆
切　

２
月
20
日
㈫

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
点
字
図
書
館

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

０
３
９
９

  

相　

談

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　

大
分
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」と
し
て
、相
続
登

記
に
関
す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
〜
28
日
（
土
・
日
・
祝
祭
日

　

は
お
休
み
）

相
談
窓
口　

各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
等
、

　

相
続
に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続
き

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒
７
５
７
９

民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議
で
は
、県
警
察
、

県
弁
護
士
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
次
の
日
程
で

暴
力
団
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な
要
求
等
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
暴
力
団
担
当

警
察
官
及
び
暴
力
追
放
相
談
委
員
が
面
接
又
は

電
話
に
よ
る
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
㈪　

10
時
〜
16
時

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階
３
０
１
会
議
室

　
（
大
分
市
府
内
町
）

そ
の
他　

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
当
日
相
談
電
話
番
号

　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

４
７
０
４

  

求　

人

◇
土
木
工
事
施
行
管
理
２
人
20
〜
45
才
18
〜

25
万
（
竹
）
◇
現
場
管
理
者
１
人
年
齢
不
問
25

〜
30
万
（
竹
）
◇
土
木
・
建
設
技
術
者
１
人
年

齢
不
問
14
〜
30
万
（
直
）
◇
正
・
准
看
護
師
１

人
年
齢
不
問
17
〜
20
万
（
竹
）
◇
介
護
職
２
人

14
・
２
〜
14
・
９
万
（
竹
）
◇
看
護
師
１
人
年

齢
不
問
16
・
５
〜
18
・
５
万（
竹
）◇
事
務
員（
臨

時
）
１
人
年
齢
不
問
12
・
８
万
（
竹
）
◇
フ

ロ
ン
ト
・
接
客
１
人
18
〜
35
才
11
・
７
〜
12
・

１
万
（
竹
）
◇
医
療
事
務
１
人
年
齢
不
問
13
〜

14
・
５
万
（
竹
）
◇
接
客
係
２
人
20
〜
55
才
12

〜
20
万
（
直
）
◇
調
理
人
１
人
年
齢
不
問
10
・

３
〜
10
・
７
万
（
竹
）
◇
販
売
員
１
人
年
齢
不

問
12
〜
13
万
（
竹
）
◇
和
食
調
理
１
人
18
〜
35

才
13
・
５
〜
17
・
６
万
（
久
）
◇
給
食
調
理
員

１
人
年
齢
不
問
13
・
３
〜
13
・
８
万
（
竹
）
◇

教
習
指
導
員
候
補
生
１
人
21
〜
26
才
11
万（
竹
）

◇
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
25
〜
45
才
23
〜

30
万
（
荻
）
◇
和
菓
子
製
造
工
１
人
18
〜
52
才

11
・
４
万
（
竹
）
◇
野
菜
つ
け
物
工
１
人
18
〜

50
才
12
・
６
万
（
竹
）
◇
重
機
運
転
手
１
人
50

才
以
下
20
〜
25
万
（
荻
）
◇
土
木
作
業
員
２
人

年
齢
不
問
12
・
５
〜
16
・
２
万
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略　

　

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

各
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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竹
田
市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
臨
時
職
員
及

び
非
常
勤
嘱
託
員
の
採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登

録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
20
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
し
ま
す
。

竹
田
市
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
登
録
者

募
集
案
内

１　

募
集
内
容　

左
表
の
通
り

２　

勤
務
条
件
等

給
与
・
休
暇　

市
の
規
定
に
よ
る

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
正
規
職
員
に
準
ず
る

社
会
保
険　

法
定
制
度
適
用

任
用
期
間　

職
種
・
配
置
先
に
よ
り
異
な
る

勤
務
場
所　

本
庁
・
各
総
合
支
所
他
、
各
施
設

※
詳
細
な
条
件
は
職
種
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　

の
で
、
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

３　

年
齢
制
限

　

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

４　

登
録
方
法

　

２
月
５
日
㈪
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

所
定
の
履
歴
書
（
総
務
課
及
び
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
に
備
付
け
）
に
写
真
を
添
付
し
、
総

務
課
又
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
但
し
、
土
、
日
、
祝
日
及
び
年

末
年
始
は
除
き
ま
す
）。
受
付
時
間
は
８
時
30

分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

履
歴
書
は
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
方
は
２
月
20

　

日
㈫
必
着
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
企
画
部
総
務
課
職
員
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
・
２
１
７
）

竹
田
市
教
育
委
員
会

臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
登
録
者
募
集
案
内

１　

募
集
内
容　

右
下
表
の
通
り

２　

勤
務
条
件
等

給
与
・
休
暇　

市
の
規
定
に
よ
る

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
、
竹
田
市
教
育
委
員

　

会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
勤
務
職
員
服
務
規

　

程
、
ま
た
は
正
規
職
員
に
準
ず
る

社
会
保
険　

法
定
制
度
適
用

任
用
期
間　

職
種
・
配
置
先
に
よ
り
異
な
る

勤
務
場
所　

各
学
校
、
幼
稚
園
、
調
理
場
、
そ

　

の
他
教
育
委
員
会
所
管
の
施
設

※
詳
細
な
条
件
は
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

　

で
、
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

３　

年
齢
制
限

　

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

４　

登
録
方
法

　

２
月
５
日
㈪
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
所
定
の
履
歴
書
（
竹
田
市
教
育
委
員
会
総

務
課
及
び
荻
・
久
住
・
直
入
の
各
教
育
課
に
備

付
け
）
に
写
真
を
貼
付
し
、
竹
田
市
教
育
委
員

会
ま
た
は
荻
・
久
住
・
直
入
の
各
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
但
し
、
土
、
日
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）。
受
付
時
間
は
８

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

履
歴
書
は
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
方
は
２
月
20

　

日
㈫
必
着
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
総
務
課

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
３
１
５
）

職　　種 備　　　　　考

一 般 事 務 事務補助及びパソコン使用業務

介 護 保 険
認定調査員

資格必要（介護支援専門員、保
健師、看護師、准看護師、理学
療法士のいずれか）

職　　種 備　　　　　考

一　般　事　務 パソコンを使用する業務あり

労　　務　　員 学校主事

幼 稚 園 教 諭

資格必要図　書　司　書

臨時講師（小中学校）

社会教育指導員 社会教育指導業務

竹
田
市
で
は
、
平
成
19
年
度
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱

託
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
！

  

競　

売

市
が
保
有
し
て
い
る
土
地
、
建
物
を

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

【
売
却
物
件
１
】

物
件
名　

下
坂
田
市
有
地
、
土
地
及
び
建
物

所
在
地

　

竹
田
市
大
字
下
坂
田
字
中
村
１
２
５
８
番
外

　

１
筆

地
目　

宅
地

地
積　

３
５
８
・
97
平
方
㍍

建
物
構
造　

鉄
骨
ス
レ
ー
ト
葺
き
平
屋
建

建
物
面
積　

１
７
５
・
85
平
方
㍍

【
売
却
物
件
２
】

物
件
名　

旧
岡
本
駐
在
所
土
地

所
在
地

　

竹
田
市
大
字
三
宅
字
東
ノ
原
１
８
５
２
番
２

地
目　

宅
地

地
積　

３
２
８
・
26
平
方
㍍

※
建
物
（
旧
岡
本
駐
在
所
：
大
分
県
所
有
「
賃

　

貸
借
契
約
」）
に
つ
い
て
は
、
竹
田
警
察
署

　

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
警
察
署　

☎
63‒

２
１
３
１

入
札
日
時　

２
月
20
日
㈫　

10
時

入
札
会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

参
加
方
法　

事
前
に
財
政
課
管
財
係
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

現
地
説
明
会　

２
月
16
日
㈮

　

10
時
（
物
件
番
号
１
）

　

11
時
（
物
件
番
号
２
）

※
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
、
入
札
に
参
加

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

財
政
課
管
財
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）




